
一
般
公
開
講
演
会
第
７
回

は
『
正
し
く
怖
が
るpart

２
』

と
し
て
、
埼
玉
大
学
大
学
院

教
授･

田
中
規
夫
先
生
か
ら

「
荒
川
の
氾
濫
―
そ
の
リ
ス

ク
と
避
難
の
考
え
方
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
私
た
ち
に
身

近
な
荒
川
や
利
根
川
な
ど
、

埼
玉
県
南
部
の
大
き
な
河
川

の
氾
濫
と
治
水
対
策
の
歴
史

に
つ
い
て
、
興
味
あ
る
講
演

が
あ
っ
た
。
ま
た
近
年
の
大

型
台
風
や
集
中
豪
雨
に
備
え

る
対
策
、
適
切
な
避
難
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
実
生

活
に
役
立
つ
話
が
あ
っ
た
。

利
根
川
、
荒
川
、
入
間
川
、

中
川
な
ど
私
た
ち
に
身
近
な

河
川
の
話
が
テ
ー
マ
で
あ
る

た
め
か
、
受
講
者
の
関
心
も

高
く
、
多
く
の
参
加
者
と
活

発
な
質
疑
が
あ
っ
た
。

ま
ず
埼
玉
県
は
、
川
の
面

積
が
日
本
一
広
い
県
で
あ
る

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
ま

た
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
氾

濫
対
策
や
新
田
開
発
の
た
め
、

河
川
の
流
れ
を
変
え
る
「
付

け
替
え
」
が
度
々
行
わ
れ
た
。

江
戸
の
町
を
守
る
た
め
に
利

根
川
は
東
方
へ
、
荒
川
は
西

方
へ
流
域
が
変
更
さ
れ
て
来

た
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
地

域
の
水
害
リ
ス
ク
が
少
な
く

な
っ
た
。
そ
の
間
に
で
き
た

広
大
な
地
域
で
は
新
田
開
発

が
進
め
ら
れ
、
農
産
物
の
生

産
量
を
高
め
て
き
た
。
し
か

し
、
多
く
の
地
域
の
水
害
リ

ス
ク
が
少
な
く
な
っ
た
一
方

で
、
洪
水
の
被
害
を
頻
繁
に

受
け
る
地
域
が
新
た
に
生
ま

れ
た
事
も
見
逃
せ
な
い
。

ま
た
現
在
の
私
た
ち
の
生

活
に
直
結
す
る
河
川
氾
濫
と

防
災
避
難
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
有
益
な
話
が
あ
っ
た
。

洪
水
か
ら
の
避
難
と
い
う
面

で
は
、
大
河
川
よ
り
居
住
地

域
の
中
小
河
川
の
方
が
先
に

氾
濫
し
て
移
動
経
路
を
阻
害

す
る
。
最
近
の
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
る
地
域
的
な
集
中

豪
雨
な
ど
の
場
合
は
、
身
近

な
中
小
河
川
（
内
水
河
川
）

の
氾
濫
へ
の
備
え
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は

地
域
自
治
体
の
防
災
情
報
誌

や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
避
難
ル
ー
ト
や
避
難
の

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
逃
げ
遅

れ
ゼ
ロ
の
た
め
の
行
動
計
画

な
ど
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、

自
分
や
家
族
の
避
難
計
画
を

作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
避
難
は
昼
間
と
夜
間

で
は
状
況
が
大
き
く
異
な
る

の
で
、
両
方
の
計
画
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
計
画
作
成
に

は
近
隣
住
民
が
共
同
で
取
り

組
み
、
そ
の
計
画
を
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
際
に
は
、
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
の
た
め
に
、
家
族
や
近
隣

に
住
む
要
介
護
者
へ
の
配
慮

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

今
回
の
講
演
で
は
、
本
県

南
部
を
流
れ
る
荒
川
や
利
根

川
の
古
い
時
代
か
ら
の
治
水

事
業
の
歴
史
に
つ
い
て
、
興

味
あ
る
話
と
共
に
、
現
在
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地

域
の
洪
水
リ
ス
ク
と
、
住
民

避
難
に
関
す
る
実
際
的
な
情

報
の
事
例
と
入
手
方
法
、
お

よ
び
避
難
計
画
作
成
の
際
の

留
意
事
項
に
つ
い
て
、
多
く

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
大
変
有
益
な
講
演
会
で

あ
っ
た
。

（
智
義
）

【
学
位
記
授
与
式
】

日
時
＝
平
成
30
年
３
月
24
日

（
土
）
11
時
～
12
時

場
所
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
（
渋

谷
区
神
南
２
―
２
―
１
）

【
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
】

日
時
＝
平
成
30
年
３
月
24
日

（
土
）
13
時
半
～
15
時
半

場
所
＝
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
東
京
（
東
京
都
新
宿

区
西
新
宿
２
―
７
―
２
）

平
成
30
年
度
第
1
学
期
の

入
学
者
の
集
い
は
、
４
月
７

日
（
土
）
14
時
か
ら
、
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
学
習
上
の
留
意

事
項
、
学
習
セ
ン
タ
ー
の
利

用
方
法
等
の
説
明
の
後
、
学

習
相
談
や
各
サ
ー
ク
ル
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
よ
り
図
書
室

で
の
放
送
教
材
視
聴
方
法
、

放
送
教
材
の
室
外
貸
出
方
法

が
変
更
さ
れ
ま
す
（
貸
出
は

放
送
大
学
本
部
か
ら
の
郵
送

貸
出
の
み
）
。
詳
し
く
は
放

送
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
貸
出
方
法
の
変
更
準

備
の
た
め
、
３
月
１
日
～
31

日
は
室
外
貸
出
は
停
止
で
す
。
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学
生
新
聞

「
正
し
く
怖
が
る

ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
」

「
荒
川
の
氾
濫
―

そ
の
リ
ス
ク
と
避
難
の
考
え
方
」
を
聴
く

｢

生
活
に
直
結
す
る
防
災
避
難
」
と
は

「
運
動
習
慣
」

笹
原
誠
二

近
頃
、
寒
風
が
吹

く
1
月
中
旬
に
差
し

掛
か
る
と
、
決
ま
っ

て
学
生
時
代
に
痛
め

た
左
膝
関
節
炎
の
鈍

い
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
る
。
20

歳
前
後
の
７
な
い
し
８
年
間
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
や
遠

征
で
体
の
あ
ち
こ
ち
を
痛
め

て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
時
は

「
ス
ポ
ー
ツ
に
怪
我
は
付
き

も
の
だ
」
と
安
易
な
考
え
で
、

支
障
の
都
度
し
っ
か
り
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
な
か
っ
た
事

が
、
今
で
は
悔
や
ま
れ
る
。

｢

一
日
15
分
以
上
の
運
動

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
、

心
疾
患
お
よ
び
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
亡

率
を
下
げ
、
寿
命
を
延
ば
す

効
果
が
あ
る｣

と
言
わ
れ
て

い
る
。
私
も
運
動
不
足
を
最

近
に
な
っ
て
反
省
し
な
が
ら
、

今
年
も
11
月
中
旬
ご
ろ
か
ら

週
に
４
な
い
し
５
回
、
自
宅

の
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し

た
り
、
自
宅
で
ラ
ジ
オ
体
操

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
最
低
一

日
２
千
歩
な
い
し
３
千
歩
、

少
し
汗
ば
む
程
度
の
早
歩
き

を
実
行
し
て
い
る
と
、
な
ん

だ
か
足
の
運
び
が
軽
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
理
想

は
、
一
日
８
千
歩
か
ら
１
万

歩
程
度
が
望
ま
し
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
最
初
か
ら
あ

ま
り
無
理
を
し
な
い
で
、
少

し
づ
つ
時
間
と
歩
数
を
増
し

て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
要
は
運
動
を
す

る
こ
と
を
習
慣
づ
け
、
そ
の

効
用
を
実
感
で
き
れ
ば
そ
れ

で
よ
い
と
思
う
。

自
宅
周
辺
の
家
の
花
木
や

茜
色
に
染
ま
る
夕
焼
け
を
楽

し
み
な
が
ら
、
マ
イ
ペ
ー
ス

で
散
歩
す
る
の
だ
と
い
う
軽

い
気
持
ち
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
の
が
長
続
き
の
秘
訣

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

近
頃
は
、
顔
見
知
り
が
増

え
て
、
互
い
に
挨
拶
を
交
わ

す
よ
う
に
な
っ
た
。｢

あ
の

人
も
頑
張
っ
て
る
な｣

と
感

じ
つ
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
の
も
一
考
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

学生手帳

４
月
13
日
の
「
代
表
者
会

議
」
で
、
野
呂
事
務
局
長
と

共
に
再
任
さ
れ
、
そ
の
後
の

１
年
間
を
二
人
三
脚
で
進
め

て
参
り
ま
し
た
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事

業
と
し
て
は
、
①
「
第
11
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
を
９
月
９
日

（
土
）
10
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
し
た
。
例
年
に
比
べ
１

か
月
早
い
開
催
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

を
学
生
が
交
流
す
る
場
所
と

し
て
、
更
に
親
交
を
深
め
る

よ
う
な
催
し
物
な
ど
を
野
呂

事
務
局
長
や
事
務
局
の
ス
タ
ッ

フ
と
早
急
に
検
討
し
ま
し
た
。

例
年
の
対
応
を
継
続
し
ま

し
た
が
、
同
窓
会
鈴
木
副
会

長
の
ご
尽
力
に
よ
り
「
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
の
継
続
」
物
産
販

売
も
「
秩
父
と
陸
前
高
田
」

２
か
所
の
販
売
を
実
施
出
来

ま
し
た
。
「
む
ぎ
の
会
」
代

表
福
盛
田
さ
ん
の
力
添
え
を

頂
き
、
大
橋
先
生
の
書
道
・

学
生
さ
ん
の
書
道
も
展
示
が

出
来
ま
し
た
。
来
年
も
お
願

い
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
茶

室
は
今
年
も
岡
里
さ
ん
の
ご

尽
力
、
役
員
の
応
援
に
よ
り

活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

新
た
な
試
み
と
し
て
、
懇

親
会
の
始
ま
る
前
に
開
催
し

た
「
歌
声
広
場
」
が
大
好
評

で
、
来
年
も
開
催
の
返
事
を

頂
い
て
居
る
様
子
で
す
。

第
11
回
の
記
録
誌
の
発
行

が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
早

急
に
発
行
で
き
る
よ
う
事
務

局
と
打
合
せ
を
実
施
し
ま
す
。

②
学
生
新
聞
の
発
行
は
、
篠

田
編
集
長
と
冬
木
副
編
集
長

が
、
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

学
習
に
関
す
る
情
報
、
サ
ー

ク
ル
の
情
報
、
学
生
か
ら
の

投
稿
等
を
も
と
に
、
隔
月
に

発
行
し
て
居
り
ま
す
。
記
念

の
50
号
も
無
事
に
発
行
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

③
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
収
支
決

算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

に
つ
い
て
は
、
29
年
度
は
フ
ェ

ス
タ
の
収
支
報
告
は
監
査
を

受
け
て
居
り
ま
す
が
、
記
録

誌
が
未
発
行
の
為
公
表
さ
れ

て
居
り
ま
せ
ん
。
３
月
８
日

（
木
）
の
代
表
者
会
議
に
て

収
支
決
算
報
告
及
び
会
計
監

査
を
実
施
し
て
、
４
月
12
日

（
木
）
の
役
員
会
で
報
告
し
、

承
認
を
頂
き
ま
す
。

④
埼
玉
Ｓ
Ｃ
と
学
生
と
の
パ

イ
プ
役
に
徹
し
、
『
居
場
所
』

作
り
に
努
力
を
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
思
う
ほ
ど
の
成
果

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度

学
位
記
授
与
式
と

卒
業･

修
了

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
開
催

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
活
動
を
振
り
返
る

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

嶋
﨑
洋
明

ＣＳＣに集うサークルの皆さん、埼玉同窓会の皆

さん、埼玉学習センターに学ぶ学生の皆さん、新入

生の皆さん、４月からの新年度も、大いに活気あふ

れる活動を企画・実施しましょう。皆さんが知恵を

出し合い、一緒に準備し、本番を大いに楽しみ、そ

して終わったあと省みて、「人間をやっていてよかっ

た」「人生は素晴らしい」とお互いに確認する、そ

ういう１年にしませんか。もちろん放送授業、面接

授業を通して、地道な学びも深めましょう。

ここで大風呂敷を広げさせて頂きますと、願わく

ば新年度は、 ①秋の第12回埼玉フェスタに参加者

が殺到して、フロアが人であふれる。②ＯＢ会有志

の皆さまから昨年12月にご寄贈頂いた55インチ大型

液晶テレビを活用して、８階第６講義室が常時皆さ

んの対話の広場となる（近々お披露目会を催します）。

③公開講演会の新しいシリーズが、学生・市民から

広く歓迎され、毎回満席となる（目下新シリーズを

考案中。乞うご期待）。④秋に予定されている、埼

玉学習センター有志による「海外個人研修ツアー☆

ワルシャワとパリ――ショパンとマリー・キュリー

の足跡――」が、大成果を得たうえで全員無事帰国

する（この企画はいま永澤先生と私が共同企画中で

す。詳細は近日公表）。⑤皆さまのサークル活動が

一回り輪を広げ、新しいサークルも誕生して、学生

一人当たりの参加サークルが平均三つとなる(^o^)。

⑥高い評価を得て修士課程を修了なさった埼玉学習

センター所属の学生が複数人、博士課程に進学する

（待望！）。・・・。

皆さまもこうした大風呂敷の実現にお力をお貸し

下さいますように。

４月からの大風呂敷

埼玉学習センター所長 渋谷治美

2015年、ネットで放送大学埼玉学習

センターの「世界の思想・宗教」とか

いう講座を知りました。これが《サロ

ンしぶや》でした。面白そう行ってみ

ようと電話で申し込みました。「学生

さんですか？」と訊かれ、「卒業生で

す･･･だいぶ昔の」と答えて、図々し

くも参加させて頂きました。

講師の渋谷先生はセンター所長とい

うわりには役人らしくなくて、「えー

と、あれ、なんだったかなぁ。最近忘

れっぽくて･･･」 などと言われるのに

乗せられて、「〇〇でーす」とつい言っ

てしまうのでした。今思うと、生徒へ

のサービス：演技だと思えるのですが、

認められた気がしてうれしくなりまし

た。頭の良い人はたいてい性格が悪い

ものなのに、例外もあるんだなぁ、こ

れは面白い、また来ようと大宮の学習

センターに通い始めました。古今東西

にわたる多彩な内容も魅力でした。初

めて触れることも多々あり、世界が広

がる心地がいたしました。2016年に全

科履修生として再入学。カントの読書

会にも入れていただきました。

2017年の《サロンしぶや》は「戦後

日本の中編小説の代表作―さまざまな

人間観と味わい―」でした。渋谷先生

は上から目線で一方的に話すのではな

く、参加者との対話・交流をと、一人

ひとりから話を聴いて下さいます。皆

さんも熱く語られます。大いに盛り上

がり、教室はインタラクティブな交流

の場になるのです。映画化されたもの

も多く、映画談議にもなったりします。

ちなみに１月の『万延元年のフットボー

ル』は、参加者からの「なぜ大江健三

郎をやらないのですか･･･」との要請

により、取り上げることになったそう

です。

自分は『金閣寺』『野火』『万延元

年のフットボール』は大昔に読んだり、

映画で観たことがあったので、この機

会に読み直しました。改めてものすご

い迫力で迫ってくる。嗚呼そうだ、こ

こ、この言葉、あった、あった。蒼ざ

めて透明なアドレッセンの、あの切な

い感覚が甦ってきたりします。最初と

は違う感じ方をする自分がいたりで、

しみじみ読んでよかったと。 胸は昂

揚り、前頭葉は活性化されます。する

と発信したくなります。《サロンしぶ

や》ではそれが許され、推奨されてお

ります。話すことで心の窓があき、聴

いてもらえることで世界と繋がってい

る気がして、穏やかな満ち足りた気持

ちになるのでした。

教師でもあり、ファシリテーターで

もある渋谷先生のサロンには、学びと

癒しがあります。私にとって学びとは、

癒しであることに気づかされたのでし

た。

次回３月16日は『人間失格』です。

いまさらこの歳で太宰かよ、などとい

わずに素直な気持ちで参加しようと思

います。あと１回で終わってしまうの

は実に残念なことですけれど、来年度

には新たな企画の《サロンしぶや》シェ

イクスピアが始まるそうです。

私にとっての《サロンしぶや》

「学びとは、癒やし」
岡野久美

春
の
入
学
者
の
集
い

放
送
教
材
の
取
扱
変
更



★
３
月
22
日
（
木
）
13
時
～

｢

年
次
総
会｣

埼
玉
学
習
SC

今
年
度
活
動
の
経
過
報
告
と

会
計
報
告
及
び
来
年
度
役
員

体
制
、
来
年
度
活
動
計
画
、

来
年
度
予
算
審
議

★
活
動
日
＝
３
月
９
日
、
16

日
、
23
日
、
30
日
（
い
ず

れ
も
金
曜
日
）
４
月
は
未
定

だ
が
、
金
曜
日
中
心
の
予
定

★
定
例
勉
強
会
＝
3
月
10
日
、

17
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

14
時
〜
16
時
／
第
4
講
義
室

★
活
動
日
＝
３
月
６
日
、
13

日
、
20
日
、
27
日

４
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、

24
日

★
練
習
日
＝
２
月
28
日
（
茂

木
先
生
）
10
時
～
器
楽
練
習
、

13
時
半
～
全
体
練
習

３
月
14
日
、
28
日
も
練
習

★
３
月
13
日
＝
総
会

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
＝
第
１
、

第
３
火
曜
／
午
前
は
自
習･

午
後
は
講
義

★
勉
強
会
＝
毎
月
第
２
火
曜

★
３
月
29
日
＝
お
花
見

★
映
画
鑑
賞
＝
毎
月
第
３
木

曜
、
あ
る
い
は
第
４
木
曜

今
年
の
冬
将
軍
は
最
強
で

す
。
立
春
を
過
ぎ
て
も
な
お
、

居
座
り
続
け
、
春
め
い
た
日

が
あ
っ
て
も
、
ま
た
勢
力
を

回
復
さ
せ
ま
す
。
最
低
気
温

も
過
去
最
低
を
更
新
し
ま
し

た
ね
。
で
も
、
寒
さ
の
厳
し

い
冬
の
後
は
、
桜
の
開
花
が

早
ま
る
そ
う
で
す
。
満
開
の

桜
が
待
た
れ
ま
す
ね
。
（
冬
）
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面
接
授
業
で
10
月
に
「
埼
玉
の
街

道
」
を
、
続
い
て
12
月
に
「
奥
の
細

道
」
を
受
講
し
た
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
松
尾
芭
蕉
の
歩
い
た
「
奥
の
細
道
」

を
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、

よ
う
や
く
そ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
埼

玉
県
内
の
日
光
街
道
を
歩
き
終
わ
っ

た
。
草
加
か
ら
栗
橋
ま
で
37
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
か
つ
て
は
六
つ
の
宿
場
が
あ
っ

た
。
芭
蕉
は
千
住
か
ら
草
加
に
た
ど

り
着
き
粕
壁
に
泊
っ
た
。
次
の
日
は

栃
木
の
間
々
田
に
泊
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
か
な
り
な
健
脚
で
あ
る
。

「
奥
の
細
道
」
で
は
わ
ず
か
に
「
草

加
と
い
ふ
宿
に
た
ど
り
着
き
に
け
り
」

と
だ
け
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
芭
蕉
の
歩
い
た
道
を
全
て

歩
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
武
鉄
道

の
主
要
駅
を
基
点
に
し
て
、
駅
の
周

辺
の
街
道
を
３
キ
ロ
か
ら
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
、
時
間
に
し
て
２
、
３
時

間
、
５
回
に
分
け
て
歩
い
た
。
陣
屋

跡
、
一
里
塚
、
神
社
仏
閣
、
そ
し
て

歴
史
的
な
建
造
物
を
見
て
歩
い
た
。

草
加
や
春
日
部
に
は
資
料
館
が
あ
っ

て
、
歴
史
的
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
し
、
観
光
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
草
加
松
原
や
春
日
部
の
町
並
み

は
立
派
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
の
自

治
体
で
は
歴
史
的
な
建
造
物
の
多
く

は
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
、
内
を
見
学
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
つ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
は
旅
籠
、
米
屋
、
酒
、

菓
子
、
呉
服
、
金
物
、
雑
貨
等
の
商

売
を
営
ん
で
い
た
ら
し
い
が
、
昔
を

偲
ぶ
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。
後
継

者
が
い
な
い
の
か
、
営
業
そ
の
も
の

が
成
り
立
た
な
い
の
か
、
時
代
の
変

化
を
感
じ
る
。
せ
っ
か
く
歴
史
的
な

建
造
物
の
指
定
を
受
け
て
も
、
持
ち

主
は
維
持
管
理
が
大
変
で
は
な
い
か
。

杉
戸
、
幸
手
あ
た
り
で
は
史
跡
や
寺

社
、
建
物
の
保
存
は
十
分
で
な
い
。

本
陣
跡
や
一
里
塚
も
古
ぼ
け
た
道
標

が
あ
っ
た
り
、
な
か
っ
た
り
で
あ
る
。

越
谷
の
久
伊
豆
神
社
で
は
運
よ
く

祭
礼
の
日
に
で
く
わ
し
、
お
神
楽
の

奉
納
を
見
物
で
き
た
。
ま
た
、
栗
橋

の
八
坂
神
社
で
は
宮
司
さ
ん
に
お
会

い
で
き
立
派
な
神
輿
を
見
せ
て
く
れ
、

伝
統
の
あ
る
夏
祭
り
に
つ
い
て
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。
現
地
を
訪
ね
た
か

ら
こ
そ
の
収
穫
で
あ
る
。

幸
手
の
聖
福
寺
に
芭
蕉
の
句
碑
が

あ
る
と
い
う
の
で
立
ち
寄
っ
た
。
寺

の
中
庭
で
十
数
人
の
子
供
た
ち
が
サ
ッ

カ
ー
に
興
じ
て
い
た
。
「
芭
蕉
さ
ん

の
句
碑
は
ど
こ
で
す
か
」
と
尋
ね
た

が
、
誰
も
知
ら
な
い
。
松
尾
芭
蕉
を

知
っ
て
い
る
子
も
一
人
か
、
二
人
。

松
尾
芭
蕉
を
学
校
で
教
わ
ら
な
い
は

ず
は
な
い
の
に
…
。
同
じ
敷
地
内
に

幼
稚
園
が
あ
っ
た
の
で
、
先
生
に
訊

い
て
み
た
が
先
生
も
知
ら
な
い
。

「
住
職
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
」

と
案
内
し
て
く
れ
、
よ
う
や
く
句
碑

が
見
つ
か
っ
た
。
訪
れ
る
人
も
な
く
、

手
入
れ
は
さ
れ
て
い
な
い
。
句
碑
の

表
面
は
苔
む
し
字
が
読
め
な
い
。
写

真
を
撮
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

し
か
し
、
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
、

実
際
に
歩
い
た
か
ら
こ
そ
、
３
０
０

年
前
に
芭
蕉
の
歩
い
た
街
道
の
風
景

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
は

街
道
に
人
影
は
な
く
、
閑
散
と
し
て

い
る
。
た
だ
自
動
車
が
、
忙
し
く
駆

け
抜
け
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

昨年３月に行われた放送大学南関東７学習セン
ター主催の第九特別演奏会に埼玉学習センターか
ら参加した合唱団を中心に､音楽を続けたいとい
う声が大きくなりました｡そこで茂木一衞先生の
サロンに集まろうと呼びかけ､楽器を持っている
人には持参をお願いしたところ､ヴァイオリン､チェ
ロ､アコーディオンと合唱で２０名ほど集まりま
した｡その後も口コミで増え､現在､合唱２０人以
上の他､ヴァイオリン､チェロ､フルート､リコーダー
またはトランペット､ホルン､アコーディオン､キー
ボードとまるで小編成のオーケストラ付き合唱団
になりました｡男性の多くが楽器を担当していま
すので､男声が少ないのが悩みの種です｡
サロンですと､大学が主催することになり､自主

練習や演奏会などの自由な音楽活動が困難になる
ことから､サロンのサポートとして4月に「音楽サー
クル」を立ち上げました。人数が多くなると､会
運営や会計を明確にしておかなければならないこ
と。さらに広く学内への周知､学外での演奏や､学
外からの講師や講演などの対外的なことも考慮し､
大学の公認サークルとして登録申請し正式に認証
されました。現在は､サークルを茂木先生に指導
していただく形になっています。
サークル名は､団員の投票により「Wiener Wald
Musikfreunde」となりました。「ウィーンの森

の音楽愛好家」というような意味のドイツ語です
が､いつか音楽の都ウィーンで演奏しようという
皆さんの意気込みです。
これまでの練習曲目はモーツァルト､バッハ､シュー

ベルトなど西洋古典の宗教曲が中心です｡｢第九｣
合唱団以外の方､埼玉SC以外の方も多数参加して
います｡９月のフェスタでは､演奏会を開くほどの
レパートリがないので､公開練習として､モーツァ
ルトの｢アヴェ･ヴェルム･コルプス｣とバッハの
「管弦楽組曲第3番ニ長調からアリア｣の演奏をし
ました｡また､１１月にはオペラ彩のプロデューサー
和田タカ子氏を招いて､プッチーニの「トゥーラ
ンドット」の解説をお願いし､１２月の本番には､
多くの団員の方々と本格的オペラを堪能しました。
１２月は、プラザノースのホールにて､クリスマ
ス練習会を実施しました。
バッハ､モーツァルト､ベートーヴェンなどとい

う本格的な西洋古典音楽を､素人同然の自分たち
で演奏できることがまったく信じられないことで
す。初心者の方には､ハードルが高そうですが､楽
しく練習をかさねることで､音楽の世界を共有で
きるようにな
ると思います。
ぜひ一度見学
に来て下さい。

いつか音楽
の都ウィーン
での演奏を夢
見て練習を続
けていきます。

公認サークルに認証されました

『Wiener Wald Musikfreunde』
代表 南雲 功

ウ
ィ
ー
ン
の
森

家
風
や
天
燈
上
げ
た
る
小
正
月

明
美

金
箔
の
干
菓
子
た
ま
は
る
初
句
会

由
美

雪
間
草
も
の
の
綻
ぶ
端
緒
か
な

順

浦
風
に
雲
の
ひ
ら
け
る
雪
間
草

厚
子

特
養
に
歌
と
手
拍
子
水
温
む

八
重
子

日
矢
さ
し
て
一
つ
生
る
る
雪
間
草

安
代

野
球
子
に
午
後
の
日
ざ
し
や
雪
間
草

と
く
江

声
ひ
と
つ
花
待
つ
鳥
や
雪
間
草

功

天
心
の
赤
銅
の
月
寒
鴉

光
娥

母
方
の
笹
の
縫
紋
春
小
袖

十
詩

《
見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日

午
後
１
時
よ
り
》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

銀
色
の
日
々

大
西

亮

「
日
光
街
道
を
歩
く
」

熟
年
会
の
活
動
は
、
①
勉

強
会
、
②
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
、

③
イ
ベ
ン
ト
、
④
映
画
鑑
賞

の
４
つ
で
す
。
①
の
勉
強
会

は
他
に
比
べ
、
そ
の
具
体
像

が
分
か
り
に
く
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
ま
ず
説
明
し
ま
す
。

「
勉
強
会
」
は
毎
月
第
２

火
曜
日
の
13
時
半
か
ら
２
時

間
半
、
講
演
と
質
疑
応
答
を

じ
っ
く
り
や
る
の
が
特
徴
で

す
。
熟
年
会
は
２
０
０
１
年

の
創
立
で
、
こ
の
３
月
に
第

18
回
総
会
を
迎
え
ま
す
。
18

年
間
に
194
回
の
勉
強
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
講
師
と

テ
ー
マ
は
す
べ
て
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
の
講

師
は
五
十
嵐
靖
男
さ
ん
。
テ
ー

マ
は
な
ん
と
「
生
す
じ
こ
の

作
り
方
」
で
す
。
第
２
回
は

柳
原
啓
介
さ
ん
の
「
Ｉ
Ｔ
革

命
」
。
第
６
回
に
は
、
今
も

現
役
会
員
の
武
藤
達
雄
さ
ん

の
「
埼
玉
の
地
酒
」
。
い
い

で
す
よ
ね
。
第
７
回
は
、
こ

れ
も
現
役
会
員
の
今
福
佐
喜

男
さ
ん
が
「
源
氏
物
語
（
１
）
」
。

や
は
り
現
役
役
員
で
監
査
の

大
竹
紀
夫
さ
ん
は
第
15
回
に

「
Ｎ
響
定
期
公
演
会
か
ら
」
。

現
役
女
性
会
員
の
岡
里
順
子

さ
ん
は
第
19
回
に
「
柳
家
小

さ
ん
を
語
る
」
。
実
に
多
彩

で
す
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い

な
と
思
う
も
の
ば
か
り
で
す
。

で
も
残
念
な
が
ら
、
中
味
は

熟
年
会
の
ロ
ッ
カ
ー
に
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

最
近
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

直
近
の
10
か
月
分
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
新
垣
重
夫
「
数
学
嫌
い

の
た
め
の
数
学
談
義
」
、
②

武
藤
達
雄
「
い
き
が
い
大
学
・

健
康
づ
く
り
科
に
学
ん
で
」

③
島
村
隆
男
「
島
村
隆
男
案

内
人
の
６
月
22
日
川
越
散
策

事
前
講
座
」
、
④
大
野
隆

司
「
改
め
て
刑
法
・
刑
事
訴

訟
法
を
読
む
」
、
⑤
佐
藤
敦

子
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
、

⑥
佐
藤
伊
一
「
中
根
千
枝
著

『
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
』

か
ら
『
電
子
立
国
日
本
の
凋

落
』
を
考
え
る
」
、
➆
河
野

正
子
「
南
ア
フ
リ
カ
の
旅
―

目
指
す
はV

i
c
t
o
r
i
a

F
a
l
l
s

―
」
、
⑧
「
連
句
を
楽
し
む
」

捌
き
手
＝
大
塚
絹
子
、
大
類

と
く
江
、
Ｐ
Ｃ
金
子
恵
子
、

⑩
大
津
博
伸
「
わ
く
わ
く
コ
ー

チ
ン
グ
第
２
回
」
―
と
い
う

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。
連
句

な
ど
も
あ
っ
て
、
結
構
、
い

い
な
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

担
当
は
な
る
べ
く
た
く
さ
ん

の
会
員
に
い
ろ
ん
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

講
演
内
容
に
つ
い
て
ぜ
ひ
活

発
な
質
疑
応
答
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ワ

イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
話
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
が
勉
強
会
の
主

目
的
で
あ
り
ま
す
。

②
番
目
の
活
動
は
「
パ
ソ

コ
ン
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
昨
年

4
月
に
思
い
切
っ
て
午
前
の

講
義
を
「
自
習
」
に
変
え
ま

し
た
。
自
習
と
言
っ
て
も
ベ

テ
ラ
ン
の
指
導
員
が
つ
き
ま

す
。
め
い
め
い
自
分
に
必
要

な
テ
ー
マ
を
自
分
で
計
画
し
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
し
、

実
習
し
ま
す
。
つ
ま
づ
い
た

ら
直
ち
に
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
何
を
勉
強

し
た
い
か
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は

み
ん
な
違
い
ま
す
。
こ
の
方

式
は
き
っ
と
成
果
を
上
げ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
午
後

は
今
ま
で
ど
お
り
講
義
形
式

で
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
ネ
ッ
ト
、

音
楽
、
動
画
等
々
全
部
や
り

ま
す
。
毎
月
、
第
１
と
第
３

火
曜
で
す
。

③
番
目
の
活
動
は
「
イ
ベ

ン
ト
」
と
称
し
ま
す
が
、
安
・

近
・
短
の
小
旅
行
で
す
。
近

く
の
町
を
み
ん
な
で
散
策
し

ま
す
。
特
徴
は
選
り
す
ぐ
り

の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
付
く
こ
と

で
す
。
い
い
ガ
イ
ド
さ
ん
が

付
く
と
、
例
え
ば
「
川
越
」

の
町
が
一
変
し
て
突
然
光
り

輝
き
ま
す
。
毎
月
、
な
い
し

隔
月
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
す
。

④
番
目
の
活
動
は
「
映
画

鑑
賞
」
で
す
。
毎
月
第
４
木

曜
前
後
に
実
施
し
ま
す
。
昨

年
は
、
４
月
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
」
、
５
月
「
ニ
ー
ゼ
と
光

の
ア
ト
リ
エ
」
、
６
月
「
ハ

ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
」
、
８
月

「
ベ
イ
ビ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
」
、

９
月
「
ダ
ン
ケ
ル
ク
」
、
10

月
「
ド
リ
ー
ム
」
、
11

月

「
泥
棒
役
者
」
と
、
７
本
の

映
画
を
新
都
心
の
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｘ
さ
い
た
ま
等
で
鑑
賞
し
ま

し
た
。
今
年
は
新
作
で
は
な

く
、
古
い
名
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

学
校
で
鑑
賞
す
る
計
画
で
す
。

と
び
き
り
素
敵
な
映
画
と
出

会
え
る
は
ず
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

「
熟
年
会
」
紹
介

代
表

富
田
尚
隆

平
成
30
年
度
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出
願

の
受
付
は
第
１
回
が
２
月
28

日
（
水
）
、
第
２
回
が
３
月

20
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

を
、
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学
（
再

入
学
者
を
除
く
）
し
た
場
合
、

薄
謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
第
１
学
期
の

学
生
募
集
し
て
ま
す

★
３
月
17
日
（
土
）

【
正
し
く
怖
が
るPart

２
】

第
５
回

「
原
子
力
発
電
の
光
と
影

―
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
の
未
来
―
」

講
師
＝
永
澤

明

（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授･

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

★
３
月
18
日
（
日
）

「
人
生
100
歳
時
代
ど
う
生
き

る
―
保
健
室
活
動
か
ら
考

え
る
―
」

講
師
＝
服
部
満
生
子

（
み
ん
な
の
保
健
室
陽
だ
ま

り
in
草
加
代
表
／
特
定
非

営
利
活
動
法
人
生
活
介
護

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
）

★
３
月
４
日
（
日
）

「
秩
父
の
獅
子
舞
」

講
師
＝
飯
塚

好

（
熊
谷
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
）

場
所
＝
小
鹿
野
町
両
神
振
興

会
館

★
３
月
16
日
（
金
）

『
戦
後
中
編
小
説
の
代
表
作

―
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
観
と

味
わ
い
―
』

太
宰

治
『
人
間
失
格
』

講
師
＝
渋
谷
治
美

（
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
）

３
月
の
公
開
講
演
会

３
月
の
サ
ロ
ン


